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東
京
都
新
宿
区
は
四
月
か

ら
､
区
内
で
地
下
室
付
き
の

建
物
を
造
る
個
人
や
企
業
に

対
し
､
浸
水
対
策
の
徹
底
を

求
め
る
｡
浸
水
の
恐
れ
が
強

い
区
内
の
約
三
分
の
一
の
地

域
の
建
築
主
に
つ
い
て
は
､

具
体
的
な
対
策
を
中
山
弘
子

区
長
に
届
け
出
る
よ
う
に
要

請
す
る
｡
昨
夏
の
集
中
豪
雨

で
浸
水
す
る
地
下
室
が
相
次

い
だ
た
め
｡
同
区
が
浸
水
対

策
を
求
め
る
こ
と
で
､
危
険

な
地
下
室
は
減
り
そ
う
だ
｡

同
区
は
四
月

一
日
､
地
下

室
の
浸
水
対
策
を
求
め
る
指

導
要
綱
を
施
行
｡
建
築
主
に

対
し
､
出
入
り
口
を

一
段
高

く
す
る
こ
と
や
､
換
気
口
や

外
光
を
入
れ
る
窓
の
設
置
､

排
水
ポ
ン
プ
導
入
な
ど
の
措

置
を
求
め
る
｡

都
パ
ス
路
線


決
､
成
立
し
た
｡
三
日
の
市
議

会
で
賛
成
十
三
､
反
対
十
で
可

決
し
た
同
条
例
改
正
案
に
対

し
､
稲
葉
孝
彦
市
長
は

｢市
民

や
学
識
経
験
者
も
参
加
し
な
が

｢署名集まればt
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｢市 長 は 猛 省 を 
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自
治
法
に
基
づ
く
再
議
を
十
日

に
要
求
｡十
三
日
の
臨
時
会
で
､

与
野
党
が
深
夜
に
か
け
て
調
整

し
た
修
正
案
を
諮
っ
て
決
着
し

た
｡市

議
会
は
稲
葉
市
長
に
対
し

て

同
区
の
策
定
し
た

｢洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
｣
で
浸
水

時
の
想
定
水
深
が
二
十
増
㍍

以
上
の
地
域
で
建
て
る
場

合
､
対
策
を
ま
と
め
て
区
長

に
届
け
出
る
よ
う
求
め
る
｡

江
東
区
北
砂


大
型
 

日
本
貨
物
鉄
道 

s

二
十
二

日告
示
､
二
十
九
日
投

開
票
の
市
議
選
を
控
え
て
い
る

こ
と
も
､
対
立
が
熱
を
帯
び
た

背
景
と
み
ら
れ
る
｡

主
な
修
正
内
容
は
､ 
①
住
民

投
票
に
必
要
な
署
名
者
数
を
十

八
歳
以
上
の
住
民 

外
国
人
登

同
区
内
で
は
昨
夏
の
豪
雨

の
際
､
地
下
室
の
浸
水
が
相

次
い
だ
｡
対
策
の
提
出
を
求

め
て

｢ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
｣ 
(区

建
築
指
導
課 
)
｡

｢市
議
会
の
権
能
に
異
議
を

(

関
す
る
投
票
を
請
求
で
き
な
い

ー
ー
な
ど
｡
税
率
や
手
数
料
､

ご
み
処
理
場
な
ど
い
わ
ゆ
る
迷

惑
施
設
の
立
地
に
関
す
る
事

項
で
は
住
民
投
票
を
実
施
し

な
く
て
よ
い
､
と
規
定
し
て
い

る
｡

JR貨物
来春完成

ス
イ
カ
対
応
駅 

115
カ
所
増
や
す 

J
R
東
日
本

東
日
本
旅
客
鉄
道 
(J
R

東
日
本 
)
は
ダ
イ
ヤ
改
正
に

合
わ
せ
て
､ 
I
C
カ
ー
ド
雫

車
券

｢
s
u
-
c
a 
(ス
イ

カ
)
｣
が
利
用
で
き
る
駅
を

百
十
五
カ
所
増
や
し
た
｡
首

都
圏
で
は
千
葉
県
東
端
の
銚

子
駅
ま
で
と
､
内
房
線
､
外

房
線
の
全
線
に
対
応
｡
上
越

線
は
水
上
駅
､
信
越
本
線
は

横
川
駅
､
常
磐
線
は
い
わ
き

の
貨
物
駅
跡


C
､24
日
着
工
 

(1
R
貨

五
千
七
百
平
方
㍍ 
)
を
整
備

す
る
｡
二
〇
一
〇
年
五
月
の

完
成
予
定
で
､
施
設
は
イ
ト

ー
ヨ
ー
カ
堂
に 
1
括
貸
し
す

る
｡
総
事
業
費
は
非
公
開
｡

同
駅
跡
地
は 
1
R
亀
戸
駅

の
南
約

一
㌔
で
､
総
面
積
は

約
十
万
平
方
㍍
｡
明
治
通
り

千
百
五
十
台
分
の
駐
車
場
を

備
え
､
千
百
十
八
台
分
の
駐

輪
場
も
整
備
す
る
計
画
だ
｡ 

1
R
貨
物
は
〇
一
年
か
ら

地
元
協
議
や
行
政
手
続
き
を

開
始
｡
当
初
は
〇
八
年
四
月

の
完
成
予
定
だ
っ
た
が
､
施

工
者
が
決
ま
ら
ず
､
本
体
工

事
に
先
行
し
て
土
壌
汚
染
対

策
工
事
を
進
め
て
い
た
｡

物
)
は
二
十
四
日
､
江
東
区

北
砂
の
小
名
木
川
貨
物
駅
跡

に
計
画
中
の
大
型
商
業
施
設

を
着
工
す
る
｡
約
五
万
六
千

平
方
㍍
の
敷
地
に
､
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
棟 
(延
べ

床
面
積
約
八
万
六
千
六
百
平

方
㍍ 
)
や
駐
車
場
､
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
棟 

同
二
万

に
隣
接
し
､
交
通
の
便
が
良

い
｡
大
型
商
業
施
設
は
計
二

(

c 

都･国交省､電気･ディーゼル併用

を
実
施
す
る
｡
二
酸
化
炭
素 
(

部
へ
向
か
う
路
線
で
走
ら
せ

る
｡
実
験
期
間
は
二
週
間
｡
発

車
と
停
車
の
回
数
が
多
い
一
般

道
で
の
実
験
で
､
燃
費
や
耐
久

性
を
検
証
す
る
｡

実
験
す
る
の
は
非
接
触
給
電 

(I
P
T
)
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
バ

ス
と
呼
ば
れ
る
車
両
｡
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
と
電
気
モ
ー
タ

ー
を
併
用
し
て
走
る
｡
バ
ッ
テ

リ
ー
を
強
化
し
て
お
り
､
電
気

だ
け
で
十
五
㌔
㍍
走
行
で
き

る
｡
電
磁
誘
導
の
仕
組
み
を
利

用
し
､
給
電
装
置
と
直
接
触
れ

ず
に
充
電
で
き
る
｡
従
来
の
ト

ロ
リ
ー
バ
ス
の
よ
う
に
架
線
を

設
け
る
必
要
が
な
い
た
め
､
路

線
バ
ス
へ
の
導
入
が
容
易
に
進

む
と
期
待
さ
れ
る
｡

車
両
は
国
交
省
が
開
発
､
日

野
自
動
車
が
製
造
し
た
｡
〇
八

年
二
月
､
羽
田
空
港
の
三
つ
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
間
を
結
ぶ
連
絡
バ

ス
と
し
て
走
行
実
験
し
た
こ
と

が
あ
る
｡
乗
客
か
ら
料
金
を
徴

収
し
て
運
行
す
る
営
業
路
線
で

実
験
を
す
る
の
は
今
回
が
初
め

て
｡

駅
ま
で
使
え
る
よ
う
に
な
っ

上
越

･
長
野

･
東
北
の
各
新

げ
る
｡ 
1 

北
海
道
の

た
｡

幹
線
で
も
､
新
潟 
-
長
岡
駅

仙
台
周
辺
の
ス
イ
カ
対
応

間
な
ど
ス
イ
カ
定
期
券
対
応

駅
も
東
北
本
線
の
矢
吹
駅
や

区
間
を
増
や
し
た
｡ 

か
､
来
春
に
は 
1 

九
州
の

磐
越
東
線
の
船
引
駅
､
常
磐

1
R
他
社
の 
I
C
カ
ー
ド

線
の
原
ノ
町
駅
ま
で
拡
大
｡

乗
車
券
と
の
相
互
利
用
も
広

収
め
た 
c
D
を
直
販
し
て
い

た
が
､
販
路
を
拡
大
し
て
売

り
上
げ
の
倍
増
を
目
指
す
｡

保
存
管
理
ソ
フ
ト

｢ホ
ッ

ト
ア
ル
バ
ム
｣
は
､
パ
ソ
コ

ン
の
基
本
ソ
フ
ト 

(O
S
)

や
､
記
憶
媒
体
に
入
っ
て
い

る
読
み
書
き
ソ
フ
ト
の
機
能

の
一
部
を
取
り
込
み
､
パ
ソ

コ
ン
や 
c
D
､
D
V
D
な
ど

の
メ
ー
カ
ー
や
規
格
に
よ
ら

ず
､
デ
ジ
タ
ル
写
真
を
扱
え

る
よ
う
に
し
た
｡
価
格
は
直

販
の
場
合
､ 
c
D
一
枚
で
四

百
八
十
円
だ
が
､
今
回
は
ユ

ー
ザ
ー
が
複
数
枚
の 
c
D
や 

パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
カ 

や
記

D
V
D
に
ソ
フ
ト
を
移
植
し

て
使
え
る
た
め
二
千
九
百
八

十
円
と
し
た
｡

規
格
変
更
や
パ
ソ
コ
ン
の

新
機
種
に
も
対
応
で
き
る
た

め
､

｢写
真
を
百
年
保
存
し

て
使
え
る
ソ
フ
ト
｣ 
(小
屋

I

R

R

デジタル写真保存ソフ ト

ダウンロー ド版投入

ホットアルバムコム

で
性
能
検
証


次世 代 低 公 害 車

東
京
都
と
国
土
交
通
省
は
二

〇
〇
九
年
度
､
都
バ
ス
の
営
業

路
線
で
電
気
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ

ン
ジ
ン
を
併
用
す
る
次
世
代
型

低
公
害
バ
ス
車
両
の
運
行
実
験

ソ
フ
ト
開
発
の
ホ
ッ
ト
ア

ル
バ
ム
コ
ム 
(東
京
都
八
王

子
市
､
小
異
重
治
社
長 
)
は

憶
媒
体
の
規
格
が
異
な
っ
て

0
2
)
排
出
量
を
約
四
割
減
ら

せ
る
車
両
を
､
都
心
か
ら
臨
海

都
バ
ス
の
営
業
路
線
で
実
証
実
験
す
る 

も
､
デ
ジ
タ
ル
写
真
を
自
由

に
着
き
込
み
･
読
み
出
し
で

き
る
保
存
管
理
ソ
フ
ト
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
販
売
を
始
め

た
｡
こ
れ
ま
で
は
ソ
フ
ト
を

(羽
J:
望
港
で
の
実
験
の
様 
r
)

-
t
a
c
a
 

｢
K 

(キ
タ
カ 
)
｣

と
相
互
利
用
を
始
め
た
は

｢
s
U
G
O
C
A
(

に
も
対
応
す
る
予
定
｡

ス
ゴ
カ 
)｣

社
長 
)
と
し
て
売
り
込
む
｡

長
期
間
保
存
す
る
場
合
は
記

憶
媒
体
に
劣
化
し
に
く
い
日

本
製
の 
c
D
な
ど
を
使
い
､

光
に
弱
い
デ
ジ
タ
ル
記
録
を

守
る
た
め
遮
光
性
ケ
ー
ス
に

入
れ
る
必
要
が
あ
る
｡ 

.膿
忘

ざ
いf

外
国
人
案
内
利
用 
30
万
人 

■
小
田
急
電
鉄

小
肘
急
線

新
宿
駅
構
内
に
あ
る
外
国
人
旅

行
者
向
け
案
内
所
の
利
用
者
が 

二̀
十
万
人
を
嘩
見
た
｡
一
九
九

九
年
開
業
で
､
英
語
､
申
国
昭

柑
帽
誠
に
対
応
で
き
る
舶
当
荷

を
閃
き
､
乗
り
換
え
や
抑
根
観

光
を
案
内
し
て
い
る
｡
抑
川
や

香
港
､
ム=湾
な
ど
ア
ジ
ア
か
ら

の
外
川
人
稗
の
利
川
が
多
い
と

い
う
｡

心
臓

臓

願

野 

(地
名
は
支
店
長 
)

北
国
銀
行 

(4
日
1
日
)
輿
:i
(野
々
巾
･If..リ

ア
統
桝
頼
長
瀬
野
々
巾 
)
中
村
利
機

LV


